（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

東海地域NGO活動助成金（名古屋NGOセンター・真如苑共催）事務局　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　助成金交付申請書

2026年度事業に対する助成金の交付を受けたいので、関係書類を添えて下記の通り申請いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名 (ふりがな)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者肩書・氏名 (ふりがな)　　　　　　　　　　　　　　　印

	団体の
連絡先等
	所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　
	（該当に○）　愛知・岐阜・静岡・三重

	
	住 (ふり)　所 (がな)　
	〒

	
	電話番号
	
	FAX
	

	
	ホームページ
	
	e-mail
	

	団体の
概要
	種別
	（該当に○）　ＮＰＯ法人・任意団体・その他（　　　　　　　）

	
	設立年月
	　　　年　　月（法人の場合、法人格取得年月　　年　　月）

	
	活動目的
	


	
	職員数
	専従＊（　　）名、非常勤（　　）名　［うち有給（　　　）名］
（＊ここで「専従」とは、週30時間以上勤務する職員とします）

	
	会員数
	

	
	年間予算
	2024年度（決算）　　　　　　　　円
2025年度（予算）　　　　　　　　円

	定款と役員名簿が掲載されているwebサイトがあれば記載（なければ必要部数を印刷の上郵送して下さい）
定款：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役員名簿：

	活動実績
	［直近3年間の主な活動実績を箇条書きで記入してください］
・
・
・
・
・

	担当者


	氏 (ふり)　名 (がな)
	
	職　名
	

	
	日中の連絡先（電話、メール等）


助成金交付申請書は、必ず本様式1枚に収まるように書いてください。

＊「事業助成」を希望しない場合は（様式２）の記載は不要です。
（様式２）　　　　　　　　　　　　　「事業助成」計画書

	１．団体名
	

	２．事業名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	３．実施期間
	　　　　　年　　　月　　　日～　　　　　年　　　月　　　日

	４．主な実施場所
	

	５．事業の趣旨・目的
［100～150字程度］
	




	６．必要性
（事業の必要性と根拠となる事実）
［100～200字程度］
	




	７．実施体制及び計画
［400～500字程度］（準備状況、実施方法、完了までのスケジュール、事業評価の時期や方法、財源、海外事業の場合は現地との連絡体制や役割分担など）
	















	８．期待される効果
（誰がどのような恩恵を受けるか、どのような波及効果があるかなど）
［100～200字程度］
	




	［（海外事業の場合）現地カウンターパートの名称、連絡先、責任者氏名］



（計画書は必ず本様式1枚に収まるように書いてください）
＊「組織基盤強化助成」を希望しない場合は（様式３）の記載は不要です。
（様式３）　　　　　　　　　　　「組織基盤強化助成」計画書

	１．団体名
	

	２．事業名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	３．実施期間
	　　　　　年　　　月　　　日～　　　　　年　　　月　　　日

	４．主な実施場所
	

	５．事業の趣旨・目的
［100～150字程度］
	




	６．必要性
（事業の必要性と根拠となる事実）
［100～200字程度］
	




	７．実施体制及び計画
［400～500字程度］（準備状況、実施方法、完了までのスケジュール、事業評価の時期や方法、財源、海外事業の場合は現地との連絡体制や役割分担など）
	












	８、伴走支援者
※①②いずれかに〇を記載。
	（　）①自団体で伴走支援者を選定・依頼する
（　）②名古屋NGOセンターに伴走支援者の派遣を依頼する
以下は①の場合のみ記入してください。
・伴走支援者の氏名（所属）：　　　　　　　　　　
・プロフィール：


	９．期待される成果
（助成後にどう変わっていたいか）
［100～200字程度］
	






（計画書は必ず本様式1枚に収まるように書いてください）
（様式４）　　　　　　　　　　　　　収支予算書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  事業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
収入の部
	項　　目
	金額（円）
	内　　訳

	東海地域ＮＧＯ活動助成金（本助成金）
	
	※30万円以内かつ収入合計金額の80％以内にして下さい。

	
	
	

	
	
	

	　　合　　計
	
	



支出の部
	項　　目
	金額（円）
	内　　訳　※本助成金での支出に下線を引いて下さい。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　　合　　計
	
	



· 助成対象となる事業全体の収支計画について記入してください。
· 収支の合計額は必ず一致させてください。
· 収支とも「項目」については、申請団体の会計上の慣例に従って適宜分類していただいて結構です。
· 助成金額（上限30万円）のうち、1件あたり3万円以上の支出に関する領収書のコピーを添付してください。なお、3万円未満の支出については、領収書の提出は不要です。提出対象となる領収書は、助成対象期間（2026年4月1日から2027年3月31日まで）に発行されたものに限ります。

参考）「組織基盤強化助成」の予算を参考までに記載します。
[bookmark: _Hlk210996007]1. 管理費（団体の運営にかかる費用）：目安＝10〜20％程度（3〜6万円程度）
＊事務所家賃、通信費、備品、広報費など
＊助成金の直接的な成果に関係する範囲であれば認められることが多いです
2. 伴走支援者への謝金と交通費（外部支援者・専門家）：目安＝40〜70％程度（12〜21万円程度）
＊NPO支援センター、中間支援組織、コンサルタント、ファンドレイザーなどへの謝金
3. その他（実施費・人件費・ツール導入など）：目安＝残り10〜50％程度（3〜15万円程度）
＊組織診断、スタッフ研修、業務改善ツール導入、評価体制づくりなど
＊助成の目的に沿った「組織強化」に直結する使途が望ましいです

（予算計画書は、必ず本様式1枚に収まるように書いてください）
※交付申請書（押印または押印後にスキャンしてPDF）、事業計画書、収支予算書はメールで名古屋NGOセンター（info@nangoc.org）にお送り下さい。押印または押印後にスキャンが難しい場合は、郵送にてお送りいただいても結構です。その他添付書類は指定の部数を郵送にてお送りください。


※交付申請書（押印または押印後にスキャンして P DF ）、事業計画書、 収支予算書は メールで名古屋 NGO センター （ i nfo@nangoc.org ）にお送り下さい。押印または押印後にスキャンが難しい場合は、郵送にてお送りいただいても結構 です。その他添付書類は指定の部数を郵送にてお送りください。     （様式１）                                年     月      日     東海地域 NGO 活動助成金（名古屋 NGO センター・真如苑共催）事務局   御中                       助成金交付申請書     202 6 年度事業に対する 助成金の交付を 受けたいので、関係書類を添えて下記の通り 申請いたします。                          団体名 ふりがな                                                  代表者肩書・ 氏名 ふりがな                  印    

団体の   連絡先等  所在地                    （該当に○）   愛知・岐阜・静岡・三重  

住 ふり   所 がな    〒  

電話番号   FAX   

ホームページ   e - mail   

団体の   概要  種別  （該当に○）   ＮＰＯ法人・任意団体・その他（         ）  

設立年月      年    月（法人の場合、法人格取得年月    年    月）  

活動目的     

職員数  専従＊（    ）名、非常勤（    ）名   ［うち有給（     ）名］   （＊ここで「専従」とは、週 30 時間以上勤務する職員とします）  

会員数   

年間予算  20 24 年度（決算 ）          円   20 25 年度（ 予算）           円  

定款と役員名簿が掲載されている web サイトがあれば記載（なければ 必要部数を 印刷の上 郵送して 下さい）   定款：                        役員名簿：  

活動実績  ［ 直近 3 年間の主な活動実績を箇条書きで記入してください］   ・   ・   ・   ・   ・  

担当者      氏 ふり   名 がな   職   名   

日中の連絡先（電話、メール等）  

助成金交付申請書は、必ず本様式 1 枚に収まるように書いてください。    

